様式第H-4号（第6条、第15条、第37条関係）
	受付番号
	受付年月日
	評定番号
	評定年月日

	
	
	
	


低圧耐火ケーブル接続部(小型加熱炉)型式評定申請書（新規・更新）
年 　月 　 日
一般社団法人電線総合技術センター会長　殿
住所;
申請者名： 
    　　　


        担当責任者氏名（役職名・氏名及び電話番号）
                                                                              　　　◯印
（次の製造者名等は連名申請の場合のみ記入してください。）
住所；
製造者名； 
担当責任者氏名（役職名・氏名及び電話番号）
                                                                                　　◯印
低圧耐火ケーブル接続部(小型加熱炉)の型式評定を受けたいので下記のとおり申請します。
なお、型式評定を取得した際には、「日本電線工業会規格への技術基準適合性の評定に関する規則（JDD09101）」を遵守いたします。
注１　連名申請の場合は、品質保証協定書（写１部）を添付してください。
注２　更新申請又は申請者若しくは製造事業者が既に評定を取得している型式について連名申請する場合は、次の表1を記入し当該型式に係る評定証書（写１部）を添付してください。
注３　今回の申請が既に申請者が評定を取得している型式の性能を包含する場合には、包含される型式に関して次の表２を記入し、当該型式に係る評定証書（写１部）を添付してください。
	表1
	評定番号
	
	
	表２
	評定番号
	

	
	有効期限
	　年　月　日
	
	
	評定取得年月日
	　年　月　日


記
１．品名及び工場又は事業場
１－１　品名
	品名
	1時間耐火性能
	製品試験用試料（ケーブル）の線心数・サイズ

	低圧耐火ケーブル接続部
	有　・　無
	[30分耐火性能]
　　　　　　　　　　　　　　
[1時間耐火性能追加] ※
　　　　　　　                  


※1時間耐火性能ありの場合のみ記入
１－２　評定に係る製品を製造する工場又は事業場の名称及び住所
　　名称；
住所；
２．型式区分
区分欄の選択肢の中から該当するものに○をつけ、及び必要事項を記入してください。
	No.
	要　　　　素
	区　　　　　　　　　　分

	1
	接続方式
	(1) 直　線　接　続　（注１）
(2) 分　岐　接　続

	2
	シース層の形成方式
（保護層）
	(1) ボックス方式（注２）
　(1-1) 金属製
　(1-2) 磁器製
　(1-3) その他
(2) テープ巻成形方式
(3) 射出成形方式
(4) その他

	3
	シース層の主材料
（保護層）
	(1) ビニル
(2) ゴム
(3) 耐燃ポリエチレン
(4) その他(材料名　　　　　　　)

	4
	絶縁層の主材料
（注３）
	(1) ビニル
(2) ゴム
(3) ポリエチレン
(4) 架橋ポリエチレン
(5) その他(材料名　　　　　　　)

	5
	耐火層の主材料
	(1) ガラスマイカ
(2) フィルムマイカ
(3) ガラス繊維
(4) その他(材料名　　　　　　　)


（注１）ボックス方式の場合は分岐接続も含む。
　　（注２）ボックスとは接続部保護ボックスをいう。
　　（注３）単心で1000mm２又は多心で325mm2を超えるものは大型加熱炉で試験する。
　　（備考）各種テープの巻枚数（層数あるいは巻厚さ）は製品試験用試料を最小とすること。
３．適用範囲
3.1　(30分耐火)接続部工法の適用範囲　　　　　
	種　　　　類
	範　　　　　　　　　囲

	直線接続の場合
	（例）1～3心×38～100mm2

	分岐接続の場合
	幹　線　（例）1～3心×38～100mm2
分岐線　（例）1～3心×38～100mm2


　　※ケーブルの適用サイズ範囲を記入してください。
3.2　1時間低圧耐火ケーブル接続部工法の適用範囲　※1時間耐火性能ありの場合のみ記入
	種　　　　類
	範　　　　　　　　　囲

	直線接続の場合
	（例）1～3心×38～100mm2

	分岐接続の場合
	幹　線　（例）1～3心×38～100mm2
分岐線　（例）1～3心×38～100mm2


※ケーブルの適用サイズ範囲を記入してください。
　(注1) (30分耐火)接続部工法の適用範囲を超えてはならない。
４． 接続部の構造
　(1) 使用材料（材料名を書くこと。）
　(2) 接続工法（工法の手順を書くこと。）
(3) 接続図（図にはサイズ毎の主要寸法を書くこと。）
(注1)ボックス方式の場合は、製品試験用試料のボックスサイズは最小とする。

(4) その他（図面を別添する場合には、図面に申請者名,図面番号を記載すること。）
５．品質管理に関する書類
新規申請又は更新申請で製造設備、検査設備、製造工程品若しくは品質管理の方法が変更されている場合には，以下の内容の書類を添付してください。
 5.1 製造設備
	工 程 名
	製造設備名
	製　造　者
	製造年月日
	主　仕　様
	台　数

	
	
	
	
	
	


 5.2 検査設備
	検査設備名
	製　造　者
	製 造 年 月
	主　 仕　 様
	台　数

	
	
	
	
	


5.3 製造工程及び品質管理の概要
	工　程　図
	工程名
	管理項目
	測定機器
	記　　録
	検 査 方 法
	実施部門

	
	
	
	
	
	
	


６．型式評定申請書のチェックリスト
次の表で添付書類の有無及び申請書の記載内容をチェックし、確認欄の申請者のところにチェック✔をお願いします。
	チェック項目
	チェック内容
	確認欄

	
	
	申請者
	事務局

	型式認定等申請に際しての同意書
	型式認定等申請に際しての同意書の添付
	
	

	連名申請の場合
	品質保証協定書(写１部)の添付
	
	

	更新申請又は既に取得済みの型式の連名申請の場合
	評定証書（写１部）の添付
	
	

	新規申請又は更新申請で製造設備、検査設備、製造工程若しくは品質管理の方法が変更されている場合
	品質管理に関する書類の添付
	
	

	型式区分について

	1. 接続方式について

	接続方式は何か
	該当するものに○が記されているか
	
	

	2.シース層(保護層)の形成方式について

	シース層の形成方式は何か
	 該当するものに○が記されているか
	
	

	
	その他のものの場合，材料名が記載されているか
	
	

	3.シース層(保護層)の主材料について

	シース層の主材料は何か
	 該当するものに○が記されているか
	
	

	
	その他のものの場合，材料名が記載されているか
	
	

	4.絶縁層について

	絶縁層の主材料は何か
	該当するものに○が記されているか
	
	

	
	その他のものの場合，材料名が記載されているか
	
	

	5.耐火層について

	耐火層の主材料は何か
	該当するものに○が記されているか
	
	

	
	その他のものの場合，材料名が記載されているか
	
	

	製品試験用試料について

	製品試験用試料の導体サイズを最小として申請されているか
	 (a)製品試験用試料より小さなサイズが、申請書記載構造表中に含まれていないか
	
	

	
	(b)0.8mm<0.9mm<0.75mm2<1.0mm<0.9mm2

<1.25mm2<1.2mm<2.0mm2<1.6mm<2.0mm

<3.5mm2<2.6mmの順となる
	
	

	製品試験用試料の線心数を最大として，申請されているか
	製品試験用試料より多い線心数のものが，申請書記載構造表中に含まれないか
	
	

	1時間耐火ケーブル接続部工法を含む場合について

	1時間低圧耐火ケーブル接続部工法の適用範囲を記入しているか
	確認する
	
	

	製品試験用試料の導体サイズを最小として申請されているか
	(a)製品試験用試料より小さなサイズが、申請書記載構造表中に含まれていないか
	
	

	
	(b)0.8mm<0.9mm<0.75mm2<1.0mm<0.9mm2

<1.25mm2<1.2mm<2.0mm2<1.6mm<2.0mm

<3.5mm2<2.6mmの順となる
	
	

	製品試験用試料の線心数を最大として，申請されているか
	製品試験用試料より多い線心数のものが，申請書記載構造表中に含まれないか
	
	

	1時間耐火性能を追加する接続部工法のサイズ及び線心数は評定の範囲を超えていないか
	1時間耐火性能を追加の申請範囲は、接続部工法の評定の範囲を超えてはならない
	
	


